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ど
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
の

か
。

県
か
ら
の
改
正
の
概
要
は
、

現
在
の
低
金
利
に
合
わ
せ
て
延
滞

金
の
特
例
を
見
直
す
。
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
の
延
長
や
寄
附
金
税
額
控

除
、
東
日
本
大
震
災
等
の
一
部
改

正
で
あ
る
。

寄
附
金
税
額
控
除
の
見
直
し

と
は
。平

成
25
年
か
ら
25
年
間
、
復

興
特
別
所
得
税
2.1
％
が
徴
収
さ
れ

る
の
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
住
民

税
控
除
を
見
直
す
。

６
月
定
例
会
は
、
６
月
19
日
か
ら
21
日
ま
で
、
３
日

間
の
会
期
で
開
き
、
町
税
条
例
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
、
報
告
５
件
、
議
案
９
件
に
つ
い
て
審
議
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
12
月
定
例
会
で
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
継
続
審
査
し
て
い
ま
し
た
「
す
み
や
か
に

原
発
か
ら
撤
退
す
る
工
程
表
を
作
成
し
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
大
幅
に
増
や
す
た
め
の
予
算
措
置
を
行
う
こ
と
を

も
と
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
」
「
オ
ス
プ
レ

イ
の
配
備
撤
回
お
よ
び
低
空
飛
行
訓
練
の
中
止
を
求
め
る

請
願
」
に
つ
い
て
委
員
長
報
告
が
あ
り
、
不
採
択
と
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

町
条
例
の
一
部
改
正

ワ
ク
チ
ン
接
種

一
人
当
た
り
保
険
税
は
ど
の

く
ら
い
上
が
る
の
か
。

２
２
３
０
円
値
上
が
り
。
増

加
率
は
２
．
73
％
。

国
保
運
営
協
議
会
を
開
い
た

か
。

予
算
決
定
前
に
開
い
た
が
、

条
例
改
正
の
時
は
開
い
て
い
な

い
。

収
納
率
は
。

96
％
。
滞
納
繰
越
分
は
10
％

程
度
。

国
民
健
康
保
険
税
の

引
き
上
げ

風
疹
ワ
ク
チ
ン
補
助
で
、
接

種
率
30
％
の
根
拠
は
。

任
意
接
種
で
あ
り
、
対
象
者

の
内
、
19
〜
20
代
は
１
０
０
％
、

30
代
は
25
％
、
40
代
を
10
％
と
見

込
み
、
全
体
で
30
％
と
し
た
。

４
月
よ
り
定
期
接
種
と
な
っ

た
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
、
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
。

厚
労
省
専
門
家
検
討
会
結
論

「
定
期
接
種
は
中
止
し
な
い
が
積

極
的
に
勧
め
な
い
」
と
す
る
。

６
議
員
が
一
般
質
問



調
査
内
容
は
。

就
学
前
児
の
保
護
者
を
対
象

に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
は
、
町
独

自
の
も
の
か
。

あ
る
程
度
の
基
準
は
あ
る

子
ど
も
・

子
育
て
ニ
ー
ズ
調
査

苦
情
は
聞
い
て
い
る
の
か
。

数
件
聞
い
た
が
、
通
告
者
と

も
面
談
し
内
容
を
伺
っ
た
。

職
員
の
接
遇

町
長
の
政
治
活
動

町
長
が
他
町
の
首
長
の
事
務

所
開
き
に
、
公
用
車
で
職
員
に
運

転
さ
せ
て
行
っ
た
の
か
。

平
成
25
年
３
月
31
日
に
行
っ

た
。
公
務
と
し
て
出
席
し
た
。

当
日
は
休
日
で
あ
り
、
問
題

は
な
い
の
か
。

来
る
べ
き
選
挙
で
現
職
を
応

援
す
る
た
め
に
行
っ
た
。

そ
の
こ
と
は
、
政
治
活
動
で

は
な
い
の
か
。

そ
の
よ
う
に
考
え
る
。

個
人
の
政
治
活
動
に
、
休
日

公
用
車
で
職
員
に
運
転
さ
せ
て

行
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

そ
う
で
あ
る
。

落
札
率
は
松
原
小
69
．

39
％
、
和
田
小
75
．
４
％
と
な
っ

て
い
る
。
安
け
れ
ば
良
い
と
い
う

も
の
で
は
な
い
。
ど
う
い
う
こ
と

に
注
意
し
て
い
る
の
か
。

落
札
率
70
％
台
は
極
端
に
安

い
と
は
い
え
な
い
。
材
料
調
達
が

適
正
か
等
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
業
者

に
は
事
情
聴
取
し
た
。

チ
ョ
ー
ク
の
粉
じ
ん
対
策
は

必
要
な
い
か
。

現
在
使
用
し
て
い
る
チ
ョ
ー

ク
は
材
質
が
変
わ
り
、
ほ
こ
り
が

舞
う
状
況
で
は
な
い
。

完
成
は
９
月
30
日
と
な
っ
て

い
る
が
、
夏
休
み
中
に
完
成
で
き

な
い
の
か
。
安
全
対
策
は
ど
う

か
。

教
室
内
の
工
事
は
夏
休
み
中

に
終
了
す
る
。
屋
外
工
事
に
つ
い

て
は
、
工
事
現
場
に
子
ど
も
が
立

ち
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

小
学
校
の

空
調
設
置
工
事

こ
の
事
業
の
選
別
根
拠
は
。

　
　

起
債
充
当
事
業
を
中
心
に
、

交
付
税
措
置
の
な
い
も
の
等
を
選

ん
だ
。緊

急
防
災
・
減
災
事
業
債

は
、
公
務
員
給
与
削
減
を
前
提
と

し
た
も
の
で
、
当
町
は
給
与
減
額

せ
ず
、
こ
の
事
業
債
を
使
う
こ
と

に
問
題
は
な
い
の
か
。

そ
の
よ
う
に
は
考
え
て
い
な

い
。町

道
新
浜
14
号
線
工
事

工
事
の
経
過
は
。

か
ね
て
地
域
か
ら
要
望
が
あ

り
、
こ
の
度
地
権
者
の
理
解
を
得

ら
れ
拡
幅
す
る
。

勤
務
評
定
へ
の
救
済
措
置
は

あ
る
の
か
。

具
体
的
な
も
の
は
無
い
。

評
定
者
と
し
て
の
研
修
は
、

受
け
て
い
る
の
か
。

受
け
て
い
な
い
が
、
今
後
考

え
て
行
き
た
い
。

住
居
手
当
支
給
基
準
は
。

「
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
」
に
定
め
て
い
る
。

臨
時
職
員
の
勤
務
評
定
に
問

題
は
な
い
の
か
。

勤
務
評
定
は
し
て
い
な
い
。

臨
時
職
員
の
就
労
満
足
度
は

ど
う
か
。

年
一
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
か

ら
、
給
与
等
の
不
満
は
無
い
と
は

い
え
な
い
。

職
員
の
給
与

給
与
の
逆
転
現
象
は
な
い
の

か
。

職
員
全
体
で
見
る
と
起
こ
っ

て
い
る
が
、
給
与
体
系
上
、
仕
方

が
無
い
。

課
長
に
お
い
て
、
級
の
バ
ラ

つ
き
は
あ
る
の
か
。

５
級
と
６
級
者
が
あ
る
。

級
昇
格
時
の
試
験
は
、
あ
る

の
か
。無

い
。
昇
格
は
、
長
の
裁
量

で
あ
る
。

勤
務
評
定
の
概
要
は
。

平
成
19
年
４
月
よ
り
実
施
。

20
項
目
各
５
点
の
配
点
で
、
絶
対

評
価
で
あ
る
。

ひ
ま
わ
り
こ
ど
も
園

屋
上
避
難
施
設

工
事
の
補
助
内
容
は
。

緊
急
防
災
減
災
事
業
で
１
０

０
％
補
助
で
あ
る
。

地
域
の
元
気

臨
時
交
付
金
事
業
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一般
質問

上水道料金の見直し時期は
【質問】

平成２９年度と考えている
【答弁】

髙垣　典生　議員

　
　
　

現
在
の
配
水
池
は
、
昭
和

49
年
に
完
成
し
約
39
年
経
過
し

て
、
部
分
的
に
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
。

　

平
成
25
年
〜
27
年
度
に
か
け

て
、
配
水
池
増
築
で
、
総
額
１
億

７
，
７
０
０
万
円
を
予
定
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。

　

水
道
事
業
に
お
い
て
、
配
水
池

の
増
設
工
事
は
大
き
な
投
資
と
な

る
こ
と
か
ら
、
料
金
値
上
げ
に
つ

い
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
理

解
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
私
は

思
っ
て
い
る
。

　

担
当
課
の
予
定
で
は
平
成
29
年

と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
私
は

１
年
で
も
早
い
時
期
に
見
直
し

が
、
必
要
と
考
え
て
い
る
が
、
町

長
の
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
　
　

収
支
計
画
で
は
、
平
成
29

年
度
ま
で
は
、
料
金
改
正
せ
ず

に
、
安
定
し
た
事
業
経
営
が
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

平
成
29
年
度
に
は
、
職
員
体
制

も
含
め
、
料
金
改
正
等
に
つ
い

て
、
中
長
期
計
画
を
策
定
し
た
中

で
考
え
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。

ひ
ま
わ
り
こ
ど
も
園
の
現
状
と
今

後
　
　
　

教
育
委
員
会
に
対
し
ど
の

様
な
こ
と
を
言
っ
た
の
か
。

　
　
　

将
来
の
よ
り
よ
い
子
育
て

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
に
ど

の
よ
う
な
方
向
性
が
適
切
な
の
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
広
く
意

見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

　

ま
た
、
町
財
政
が
厳
し
い
中
、

園
の
運
営
費
の
あ
り
方
と
い
う
視

点
を
持
た
な
い
訳
に
は
い
か
な

い
。

　
　
　

３
月
議
会
の
質
疑
で
園
の

臨
時
職
員
で
担
任
を
持
っ
て
い
る

職
員
の
処
遇
改
善
の
質
問
に
対
し

て
町
長
は
、
「
一
度
前
向
き
に
検

討
し
た
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
が

ど
う
か
。

　
　
　

処
遇
改
善
に
努
め
た
い
と

い
う
思
い
で
他
の
自
治
体
の
状
況

を
聞
き
、
現
在
検
討
を
し
て
い

る
。

　
　
　

運
営
費
の
削
減
を
視
点
に

と
言
わ
れ
た
が
、
運
営
費
の
約

85
％
が
人
件
費
で
削
減
し
て
い
く

の
は
難
し
い
と
思
う
。

　

処
遇
改
善
か
ら
今
後
の
運
営
の

こ
と
も
お
聞
き
し
た
が
、
平
成
31

年
補
助
金
の
返
納
も
な
く
な
る
。

そ
こ
ら
を
見
込
ん
で
、
民
営
化
も

視
野
に
入
れ
て
検
討
し
て
い
く
と

い
う
方
針
を
出
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

平
成
26
年
度
に
、
公
募
も

含
め
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た

い
。

質
問

質
問

町
長

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

▲完成当時の配水池
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人
は
常
に
誰
か
の
為
、
何

か
の
為
に
考
え
行
動
す
る
努
力
を

し
て
い
る
生
き
物
だ
と
思
う
。

「
誰
か
の
為
に
汗
を
か
く
」
「
何

か
の
為
に
汗
を
か
く
」
こ
れ
は
人

間
の
行
動
の
中
で
一
番
素
晴
ら
し

い
事
だ
と
思
う
。

　

し
か
し
、
例
え
ば
沖
縄
県
に
お

け
る
在
日
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
の
負

担
軽
減
や
東
日
本
大
震
災
で
大
量

に
発
生
し
た
瓦
礫
の
処
理
等
、
私

達
の
生
活
し
て
い
る
地
域
以
外
で

ま
さ
に
「
国
家
レ
ベ
ル
」
で
の
問

題
が
生
じ
て
い
る
。

　

前
回
、
３
月
議
会
の
一
般
質
問

に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
オ
ス

プ
レ
イ
飛
行
訓
練
に
つ
い
て
、
町

長
の
見
解
を
質
し
た
が
、
今
一

度
、
「
沖
縄
県
が
抱
え
る
基
地
負

担
」
の
軽
減
に
つ
い
て
の
見
解
と
、

「
東
北
の
瓦
礫
処
理
」
に
つ
い
て

の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
　
　

「
沖
縄
県
の
基
地
負
担
の

軽
減
」
に
対
し
て
は
、
一
地
方
自

治
体
の
長
と
し
て
の
意
見
は
差
し

控
え
た
い
。

　

「
東
北
の
瓦
礫
処
理
」
に
つ
い

て
は
お
互
い
の
助
け
合
い
の
精
神

で
協
力
し
た
い
。

　
　
　

沖
縄
に
は
「
助
け
合
い
の

精
神
」
は
湧
か
な
い
の
か
。

　
　
　

こ
の
場
（
議
場
）
で
は
、

意
見
は
差
し
控
え
た
い
。

　
　
　

私
が
質
問
し
い
て
い
る
の

は
気
持
ち
の
問
題
だ
。

　

私
は
、
47
都
道
府
県
す
べ
て
に

対
し
て
、
「
助
け
合
い
の
精
神
」

を
持
つ
べ
き
と
考
え
る
が
、
も
う

一
度
答
弁
を
。

　
　
　

そ
う
い
っ
た
形
の
「
気
持

ち
」
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
同
感

だ
。

　
　
　

美
浜
町
が
東
北
に
対
し
て

出
来
る
事
と
し
て
、
「
風
評
被

害
」
軽
減
の
為
「
広
報
み
は
ま
」

等
を
活
用
し
て
、
広
く
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
う
。

　

ま
た
、
沖
縄
県
に
対
し
て
は
旅

行
等
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
事
も
一
つ

の
協
力
の
在
り
方
だ
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

　
　
　

自
分
の
身
の
丈
に
合
っ
た

出
来
る
範
囲
の
事
は
や
っ
て
行
き

た
い
。

　
　
　

国
や
県
に
対
す
る
要
望
や

陳
情
が
有
っ
て
も
、
我
々
美
浜
町

か
ら
ひ
い
て
は
こ
の
地
域
全
体
か

ら
国
や
県
に
対
す
る
「
積
極
的
な

協
力
」
が
余
り
無
い
よ
う
に
感
じ

る
。

　

国
と
地
方
は
対
等
と
考
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
「
一
方
通
行
」
で
は

な
く
、
「
相
互
協
力
体
制
」
へ
と

転
換
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

　
　
　

議
員
の
言
う
「
相
互
協
力

体
制
」
の
中
で
当
局
と
し
て
も
出

来
る
限
り
協
力
は
惜
し
ま
な
い
。

　
　
　

国
か
ら
要
請
の
あ
っ
た
職

員
給
与
の
引
き
下
げ
に
は
応
じ
な

い
。

　

理
由
は
町
独
自
の
行
財
政
改
革

や
町
長
給
与
の
10
％
カ
ッ
ト
等
で

町
の
財
政
は
給
与
を
下
げ
な
く
て

も
や
っ
て
行
け
る
と
の
事
だ
が
、

そ
う
い
っ
た
行
財
政
改
革
の
手
法

を
他
の
自
治
体
に
教
え
て
あ
げ
て

は
ど
う
か
。

　
　
　

助
言
・
ア
ド
バ
イ
ス
等
は

考
え
て
い
な
い
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

質
問

町
長

町
長

町
長

▲美ら海水族館（沖縄県）

一般
質問

わが町が祖国に対して、出来る事は？
【質問】

ごみの減量・CO2の削減等、
温暖化に対する取り組みだ。

【答弁】

谷口　徹　議員



みはま議会だより《第113号》❻
一般
質問

「こども園」報告書を受け、長の結論は？
【質問】

27年度、もしくは28年度
【答弁】

田渕　勝平　議員

　　
　
　

教
育
委
員
会
か
ら
、
「
認

定
こ
ど
も
園
美
浜
町
立
ひ
ま
わ
り

こ
ど
も
園
の
現
状
と
、
次
代
を
に

な
う
子
ど
も
達
の
乳
幼
児
保
育
並

び
に
幼
児
教
育
の
望
ま
し
い
あ
り

方
に
つ
い
て
」
の
報
告
書
が
提
出

さ
れ
た
。

　

 

こ
の
報
告
か
ら
、
ど
の
よ
う
な

課
題
が
あ
る
と
受
け
と
め
た
か
。

　
　
　

１
つ
目
は
、
若
い
世
代
へ

の
子
育
て
相
談
活
動
の
充
実
。

　

２
つ
目
は
、
よ
り
よ
い
保
育
及

び
教
育
を
保
証
す
る
た
め
に
、
臨

時
保
育
士
が
安
心
し
て
働
く
こ
と

の
で
き
る
処
遇
改
善
。

　

３
つ
目
は
、
子
育
て
や
教
育
に

つ
い
て
、
園
と
地
域
・
学
校
・
保

護
者
と
の
連
携
。

　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
ど
の

よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　

子
育
て
つ
ど
い
の
部
屋
に

来
ら
れ
な
い
保
護
者
に
対
し
て
、

地
域
に
出
か
け
て
子
育
て
支
援
拠

点
事
業
を
進
め
る
。

　

次
に
、
臨
時
職
員
が
担
任
を

持
っ
た
場
合
の
処
遇
改
善
の
検
討

を
す
る
。

　

 

連
携
に
つ
い
て
は
、
機
会
を
捉

え
、
と
も
に
育
て
る
輪
を
広
げ
た

い
。

　
　
　

以
前
か
ら
課
題
と
な
っ
て

い
る
公
設
民
営
・
公
設
公
営
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
を
し
て
い

く
の
か
。

　
　
　

「
子
育
て
」
と
「
運
営

費
」
を
焦
点
に
、
広
く
意
見
を
伺

い
な
が
ら
適
切
な
方
向
性
を
検
討

し
て
い
く
。

　
　
　

報
告
書
で
は
、
議
会
が
民

営
化
の
方
向
で
あ
る
か
の
よ
う
に

取
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
私
の

認
識
は
、
当
初
の
執
行
部
が
「
将

来
は
公
設
民
営
で
運
営
の
方
向
」

で
あ
っ
た
。

　
　
　
　

当
時
の
執
行
部
は
「
公

設
民
営
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
し

て
い
き
た
い
」
と
、
こ
の
議
場
で

答
弁
も
あ
っ
た
。

　

 

ま
た
、
「
検
討
を
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
私
も
教
育
委
員
会
の
席

上
で
提
起
し
た
。

　
　
　

以
前
の
執
行
部
が
「
将
来

は
民
営
化
の
方
向
」
、
森
下
町
長

に
な
っ
て
「
教
育
委
員
会
の
考
え

を
参
考
に
」
か
ら
、
今
度
は
「
26

年
度
以
降
に
検
討
委
員
会
つ
く

る
」
。

　

 

こ
の
結
論
は
い
つ
出
る
の
か
。

　
　
　

平
成
26
年
度
以
降
に
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
検
討
し
た

い
。

　
　
　

報
告
書
が
出
た
ら
、
ま
た

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
の

か
。
な
ら
ば
、
検
討
委
員
会
の
検

討
に
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
が
必
要

か
。

　
　
　

１
〜
２
年
は
必
要
と
思

う
。

　
　
　

結
論
を
出
し
て
も
、
報
告

書
の
課
題
を
解
決
す
る
に
は
４
、

５
年
は
必
要
だ
。
最
終
結
論
は
い

つ
出
す
の
か
。

　
　
　

27
年
度
、
も
し
く
は
28
年

度
で
見
通
し
を
立
て
て
い
き
た

い
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

副
町
長

▲どうなるのだろう？こども園
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全
国
的
に
空
き
家
が
増

え
、
防
災
・
防
犯
等
の
問
題
が
生

じ
て
い
る
。

　

当
町
で
も
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
漏

出
、
タ
ヌ
キ
な
ど
す
み
つ
く
等
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

空
き
家
の
実
態
調
査
は
進
ん
で

い
る
の
か
。

　
　
　

町
内
の
空
き
家
軒
数
は
把

握
し
て
い
な
い
。

　
　
　

将
来
増
え
る
と
予
想
さ
れ

る
空
き
家
へ
の
対
策
は
必
要
な
い

と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

必
要
だ
が
、
所
有
者
管
理

が
原
則
で
あ
る
。

　
　
　

紀
の
川
市
で
は
空
き
家
を

３
つ
に
分
類
す
る
目
視
調
査
を
始

め
た
と
聞
く
。
こ
う
し
た
調
査
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

　
　
　

県
の
景
観
支
障
防
止
条
例

で
老
朽
化
し
た
建
築
物
の
撤
去
は

で
き
な
い
の
か
。

　
　
　

活
用
す
る
に
は
地
域
並
び

に
周
辺
住
民
に
よ
る
要
請
書
の
提

出
が
必
要
。

　

 

和
田
東
地
区
の
空
き
家
に
つ
い

て
区
長
と
調
整
中
。

　
　
　

進
ま
な
い
の
は
要
請
書
が

問
題
な
の
か
。

　
　
　

支
障
と
な
る
建
物
の
半
径

１
０
０
ｍ
の
中
の
住
民
、
地
権
者

の
印
鑑
が
必
要
。
な
か
な
か
要
請

書
ま
で
に
は
至
ら
な
い
。

防
災
対
策

　
　
　

７
月
28
日
の
一
斉
避
難
訓

練
を
防
災
意
識
の
向
上
に
つ
な
げ

る
訓
練
に
す
る
た
め
検
討
し
て
い

る
か
。

　
　
　

自
主
防
災
会
で
協
議
い
た

だ
き
、
そ
れ
に
沿
っ
て
町
が
支
援

し
て
い
く
。

　
　
　

県
の
津
波
浸
水
想
定
で

は
、
日
高
川
町
０
％
、
日
高
町

６
％
と
な
っ
て
い
る
。
二
町
と
の

間
で
被
災
者
受
け
入
れ
を
求
め
る

協
定
を
結
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
　

町
指
定
の
避
難
所
は
旧
三

尾
小
を
除
き
全
て
浸
水
域
内
に
あ

り
避
難
所
開
設
は
で
き
な
い
。
県

を
含
め
広
域
的
な
会
議
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　

各
自
主
防
災
会
が
非
常
食

や
飲
料
水
な
ど
を
集
会
場
で
保
管

し
て
い
る
が
、
浸
水
域
に
含
ま
れ

て
い
る
所
が
あ
る
。

　

備
蓄
食
料
等
を
津
波
か
ら
守
る

た
め
に
高
台
に
倉
庫
を
建
て
る
考

え
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

各
地
区
の
資

機
材
や
非
常
食
の
保
管
の
実
態
は

把
握
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る

の
で
、
再
度
協
議
し
た
い
。

　
　
　

県
の
津
波
想
定
で
は
、
大

浜
団
地
の
浸
水
深
は
３
．
78
ｍ
、

建
物
流
出
確
率
は
32
％
と
な
っ
て

い
る
。
早
期
の
建
て
替
え
が
、
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　
　

将
来
的
に
は
建
て
替
え
も

視
野
に
入
れ
て
い
く
が
、
今
は
避

難
方
法
を
い
か
に
す
る
か
が
重

要
。
畜
産
セ
ン
タ
ー
か
ら
西
山
へ

避
難
ル
ー
ト
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　

高
齢
者
も
多
い
の
に
、
距

離
が
長
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

緊
急
避
難
場

所
と
し
て
自
衛
隊
と
話
が
で
き
て

い
る
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

町
長

防
災
企
画
課
長

防
災
企
画
課
長

町
長

町
長

町
長

町
長

▲町内の廃屋
　　　　　　　7月4日付　紀州新聞より

一般
質問

早期の空き家実態調査　実施しないのか
【質問】

前向きに検討する
【答弁】

中西　満寿美　議員



みはま議会だより《第113号》❽
一般
質問

教育委員会報告書の評価は？
【質問】

運営費の記述が不十分、
公設ありきではないか。

【答弁】

谷　進介　議員

　
　
　

教
育
委
員
会
報
告
書
の
評

価
と
、
ひ
ま
わ
り
こ
ど
も
園
運
営

の
今
後
は
。

　
　
　

報
告
書
は
、
運
営
費
の
記

述
が
不
十
分
と
の
見
解
。

　

 

運
営
に
つ
い
て
は
、
よ
り
よ
い

子
育
て
と
運
営
費
の
両
面
で
、
広

く
意
見
を
伺
い
検
討
し
た
い
。

　
　
　

開
園
10
年
目
ま
で
運
営
方

式
を
こ
の
ま
ま
に
す
る
の
か
。

　
　
　

平
成
26
年
度
以
降
、
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
検
討
し
た

い
。

　
　
　

報
告
書
は
開
設
10
年
目
ま

で
公
設
公
営
で
、
後
に
検
討
す

る
。
所
管
は
、
町
長
部
局
が
望
ま

し
い
と
言
っ
て
い
る
。　
　
　

　

い
つ
か
ら
町
長
部
局
の
所
管
に

す
る
の
か
。

　
　
　

所
管
変
更
は
現
在
考
え
お

ら
ず
、
検
討
委
員
会
で
と
思
っ
て

い
る
。

　
　
　

ま
た
、
検
討
会
か
。
今
ま

で
の
経
過
か
ら
、
最
終
報
告
で
は

な
い
の
か
。

　

教
育
委
員
会
の
検
討
を
、
全
く

無
駄
で
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
る

の
か
。

　
　
　

や
は
り
教
育
委
員
会
の
中

で
検
討
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
公

設
あ
り
き
と
い
う
ふ
う
な
と
こ
ろ

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

広
く
、
検
討
し
て
や
っ
て
い
き

た
い
。

避
難
計
画
策
定

　
　
　

大
規
模
津
波
被
害
後
の
復

旧
・
復
興
に
関
し
て
、
警
鐘
の
意

味
合
い
を
込
め
て
質
問
す
る
。

　

今
年
も
６
月
６
日
に
岩
手
県
を

訪
れ
た
。
震
災
後
４
度
目
だ
が
、

前
年
よ
り
更
地
が
広
が
っ
た
だ
け

と
い
う
印
象
で
、
全
く
復
興
は
感

じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る

津
波
被
害
で
は
、
家
屋
の
６
、
７

割
が
破
壊
し
、
残
り
の
多
く
も
床

上
浸
水
と
予
想
さ
れ
る
。　
　

　

被
害
額
も
莫
大
で
被
災
面
積
も

広
大
な
こ
と
か
ら
、
当
町
で
は
、

住
宅
の
大
半
が
な
く
な
り
、
農
地

や
漁
業
施
設
の
ほ
ぼ
全
滅
状
態
が

数
年
間
に
も
及
ぶ
こ
と
は
、
想
像

に
か
た
く
な
い
。

　

そ
こ
で
、
住
民
が
帰
っ
て
こ
ら

れ
る
の
か
、
元
の
美
浜
町
に
な
り

得
る
の
か
、
こ
れ
ら
の
こ
と
も
避

難
計
画
策
定
時
に
考
え
て
お
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

で
、
町
内
の
平
野
部
約
90
％
が
浸

水
と
想
定
さ
れ
る
。

　

津
波
に
は
、
ま
ず
逃
げ
る
、
命

を
守
る
を
最
優
先
と
し
て
、
避
難

場
所
の
地
質
調
査
、
高
台
避
難
場

所
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
専
門

家
も
入
れ
た
検
討
委
員
会
や
地
域

と
の
協
議
を
実
施
し
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
成
な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策

を
今
年
度
実
施
し
た
い
。

　
　
　

検
討
委
員
会
の
担
当
や
内

容
は
。
ま
た
、
専
門
家
と
は
。

　
　
　

防
災
企
画
課
が
担
当
し
、

和
高
専
や
和
大
の
先
生
方
を
考
え

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
作
成
や
避
難
に
つ
い
て
意
見
を

聞
き
、
そ
こ
か
ら
復
興
の
意
見
も

と
考
え
て
い
る
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

町
長

質
問

町
長

防
災
企
画
課
長

町
長

▲報告書は出たが、公営か？民営か？
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な
ぜ
削
減
を
見
送
っ
た
の

か
。
町
民
は
飢
え
て
い
る
。

　

公
務
員
は
ケ
ッ
コ
ナ
モ
ン
や
の

声
が
高
い
。
町
民
に
ど
う
説
明
す

る
の
か
。

　
　
　

過
去
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指

数
１
０
０
を
上
回
っ
た
こ
と
は
な

い
。

　

職
員
の
士
気
の
低
下
を
考
慮
し

て
見
送
っ
た
。

　
　
　

役
場
ら
ケ
ッ
コ
ナ
モ
ン
や

と
の
町
民
感
情
を
ど
う
納
得
さ
せ

る
の
か
。

　
　
　

職
員
の
士
気
を
高
め
る
形

の
中
で
見
送
り
し
た
。

　
　
　

町
民
は
承
知
し
な
い
。
対

策
を
教
え
て
く
れ
。

　
　
　

提
案
説
明
の
前
に
行
政
報

告
で
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

 

や
は
り
職
員
の
士
気
と
い
う
形

で
見
送
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　

『
不
適
切
文
書
の
持
ち
出
し
禁
止

の
反
省
の
真
相
を
事
実
確
認
し
た

の
か
。
差
別
で
な
い
か
』

　
　
　

こ
の
問
題
か
ら
１
年
経
つ

が
答
弁
が
ず
れ
て
き
た
。
私
は
最

初
、
差
別
と
は
言
わ
な
か
っ
た
。

事
実
確
認
を
せ
よ
。
昨
年
の
３
月

に
戻
し
て
真
実
を
再
現
せ
よ
。

　
　
　

人
権
を
侵
害
し
た
事
実
に

至
っ
て
い
な
い
。

　
　
　

加
害
者
は
町
、
被
害
者
は

町
民
と
我
々
27
人
の
応
募
者
だ
。

当
事
者
だ
け
で
事
実
確
認
し
な
い

の
は
無
効
だ
。

　
　
　

急
遽
、
作
成
し
た
素
案
で

あ
っ
て
人
権
を
侵
害
し
て
い
な

い
。

　
　
　

町
は
確
認
の
必
要
が
な
い

と
は
何
の
こ
と
か
。

　
　
　

事
実
関
係
の
調
査
を
行
う

必
要
が
な
い
。

　
　
　

持
ち
出
し
禁
止
の
文
書
を

な
ぜ
公
表
し
た
の
か
。
誰
が
起
案

し
た
の
か
。
町
長
か
。
事
実
確
認

し
な
い
の
か
。

　
　
　

例
示
的
に
思
想
・
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
い
う
語
を
用
い
た
も
の

で
危
険
性
も
内
包
し
て
い
る
。
応

募
者
を
留
意
点
に
基
づ
い
て
選
考

し
た
事
実
は
な
い
。

　
　
　

事
実
確
認
を
答
え
て
い
な

い
。
加
害
者
と
被
害
者
の
両
者
で

す
る
も
の
だ
。

　
　
　

確
認
会
の
必
要
は
な
い
。

　
　
　

事
実
を
否
定
し
て
お
い
て
、

立
ち
会
わ
な
い
の
か
。

　
　
　
　

議
場
で
起
き
た
こ
と
は

議
会
内
で
解
決
し
て
い
く
方
向
性

で
は
。

『
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
対
策
と
保
険

料
軽
減
を
問
う
』

　
　
　

健
康
優
良
者
を
道
徳
的
に

表
彰
す
る
の
は
ど
う
か
。

　
　
　

表
彰
に
つ
い
て
、
現
在
考

え
て
い
な
い
。

『
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
内

の
差
別
事
象
と
歴
史
。
児
童
用
絵

本
の
わ
い
せ
つ
性
を
問
う
』

　
　
　

伊
藤
整
訳
の
「
チ
ャ
タ
レ

イ
夫
人
の
恋
人
」
を
読
ん
だ
か
。

　
　
　
　

伊
藤
礼
補
訳
で
あ
っ
た
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

副
町
長

教
育
長

町
長

町
長

町
長

▲役場職員の士気を高める？

一般
質問 役場職員給料削減見送りは

町民感情から許せるか？
【質問】

職員の士気を高めるため、見送った！
【答弁】

谷口　昇　議員
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固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

美
浜
町
大
字
吉
原
一
二
二
番
地
の
三

　
田
端
　
弘

《連絡先》《連絡先》
美浜町議会　議会事務局
TEL　23-5544（FAX兼用）
mail　gikai@town.wakayama-mihama.lg.jp
URL　http://www.naxnet.or.jp/̃mihamachogikai/

あなたの意見をお待ちしておりますあなたの意見をお待ちしておりますあなたの意見をお待ちしておりますあなたの意見をお待ちしております
議会に対するご意見、あるいは「議会だより」を読
んでの感想など、何でも結構です。あなたの声を議
会事務局までお寄せください。

人

事

再生紙を使用しています。

写真提供：「これカラークラブ」
山口正英氏　堀口良三氏

小学校運動会
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